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信州におけるMLA連携で
聞いてみたいこと、考えてみたいこと

信州大学 附属図書館
渡辺 匡一



まずは、おさらいから

「MLA連携」って…

ミュージアム（Museum）・図書館（Library）・文書館（Archives）
の連携のこと。それぞれの頭文字をとってMLAと呼ばれる。いずれも
文化的情報資源を収集・蓄積・提供する公共機関であるという共通点
を持ち、情報資源のアーカイブ化等の課題を共有していることから、
近年、連携の重要性が認識されてきている。

文科省HP(用語解説より)

情報資源のアーカイブ化等の課題を克服するため
に連携する重要性が認識されてきた背景(きっか
け)についても確認しておきましょう。

これから、ということですね



日本でもっとも早い動きは

アート・ドキュメンテーション学会(JADS，1989年)

ひろく芸術一般に関する資料を記録・管理・情報化する方法論
の研究と、その実践的運用の追究に携わっています。1989年4
月に、美術館／博物館、図書館、アーカイヴ、芸術関連機関の
新しい連携をめざし、わが国および国際間における文化的感性
と芸術関連情報の創発的な協働のために開設されました。

(JADS HPより)

活発化するのは、10年前ぐらいからでしょうか

『MLA連携の現状・認識・将来』(2010)

『図書館・博物館・文書館の連携』(2010)

『つながる図書館・博物館・文書館』(2011)



MLA連携という機運を急速に推し進めたのは、

コンピュータネット環境

ネットを使用すれば、デジタル化
された資料を簡単に提供できる

デジタル技術

＋

デジタル化すれば、MLAの各資料を
総合的に扱える

＆



確かに、この何年間で、ネットで様々な資料
が見られるようになりました。

「MLA」「データベース」で検索をかけてみると、
様々なデータベースが作成されていることがわか
ります。
→国会図書館、国文学研究資料館、早稲田大学とかのデータ
ベースをよく使います

しかし

文科省の用語解説では、情報資源のアーカイブ化等
の課題を共有していることから、近年、連携の重要
性が認識されてきている

とされていました
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田窪直規(２０１０)では、日本のMLA連携が容易に進
まない理由として３点あげています。

１．A(文書館)の知名度が低く、館数(自治体72館，国立公
文書館HP)も少ない。

２．日本では、MLAが一体的に扱われない。
ML＋公民館 A

※欧米では「文化(遺産)機関」「記憶機関」として一
括りに扱われる

３．コンテンツのデジタル化を促進させる政策が弱いこと。
※技術的な政策だけではなく、利用者の視点、利用者
の開拓も含めての文化政策の欠如。事業(コンテンツ)

はあるけど支える(継続する)政策(ポリシー)がない



長野県の誇る、MLAの成果だと思うのですが、2010年
以降更新されなくなってしまいました。

信州デジくら



実は

大学図書館は、「一人MLA」だったりします。

図書館業務とは別に

絵画コレクション（M)
旧制松本高等学校所蔵のものが信州大学文理学部に引継がれ、さら
に附属図書館に移管された。油絵を主とする19点、藤島武二「ロー
マの風景」、岡田三郎助「信濃の春」など

多胡文書（A or M）
松本藩の藩校崇教館の教授を代々世襲していた多湖家に伝わった
「多湖文書」等の和図書・近世古文書 データベースあり

小谷コレクション（L or M)
信州大学附属図書館が所蔵する山岳関係資料コレクション「小谷
コレクション」の中の和古書・古地図等 データベースあり



画像データベースに関しては予算の問題もあり、

書誌データ作成には、人的問題もあり、

とは言え、

大学図書館の果たす役割(ポリシー、ビジョン)
の中で、情報のアーカイブ化と発信を位置付け
ていかなければなりません。

折しも、国立大学図書館協会では、今年、「国
立大学図書館機能の強化と革新に向けて～国立
大学図書館協会ビジョン2020」を策定しました。

http://www.janul.jp/j/organization/regulations/janul-2020vision.pdf



２１世紀のネットワーク型のコミュニケーション
様式が急速に普及し、知のあり方が大きく変わり
つつある今、国立大学図書館機能の強化と革新に
向けての基本理念(ビジョン)を定めたものです。

柱は３本(新たな「モノ・場所・人」)です。

１．知の共有 〈蔵書〉を超えた知識や情報の共有
蔵書だけではなく、デジタルコンテンツも含めた
「知の整備」

２．知の送出 新たな知を紡ぐ〈場〉の提供
図書館の中だけではなく、ネットワーク上に、新た
な知を送出するための場を設ける。

３．新しい人材 知の共有・創出のための〈人材〉の構築
新たな〈蔵書〉〈場〉における多様な知の創出を担う
人材のための制度を整備する。



「ビジョン２０２０」をもとに
信州大学図書館では、信州の地にある大学図書館としての

「ビジョン」を策定することにしました。

図書館におけるMLA関連の業務も、ビジョンに則
して、組織的に継続性をもたせたものにしていき
たいと考えています。

さて、お聞きしたいことです

興味深い取り組みが、継続的・構造的なものにな
るためには、信州ならではのポリシーが不可欠だ
と思います。「行政」の問題だと思いますが、ご
意見をお聞かせください。



次にお聞きしたいことです

ここからは、それぞれのお立場から、具体的なお
話をお願いします(以下は例えば、です)。

情報の発信には、ある程度の「早さ」と「量」が必要だ
と思いますが、いかがでしょうか。

現在、しなの美術館、松本市博物館は、リニューアルへ
向けて動いています。
どのような、「新しい」施設となるのか、MLAとの関係
からお話いただけないでしょうか。

連携して発信していく情報が、ネット検索したときにで
てくる他の(無数の)コンテンツより「魅力的」であるため
には、どのような工夫が必要でしょうか。



Registration
（図書館）

Conservation
（博物館・文書館）

Curation
（美術館）

Research
（大学）

MLAそれぞれの強み例


